
付紙様式第２

年度 交付金
市町村
費　等

その他 計
円

円 円 円 円 円 円 円

元 52,000,000 52,000,000 52,000,000

2 65,000,000 65,000,000 117,000,000

3 20,000,000 20,000,000 137,000,000

4 23,000,000 23,000,000 160,000,000

5 20,000,000 20,000,000 180,000,000

6 0 180,000,000 0 234,740,000

補助事業の始期及び終期

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

事 業 評 価 書

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

教育文化施設:（仮称）防災食育センター備品整備基金

　基金の造成：令和元年度から令和５年度
　基金の処分：令和６年度

　（仮称）防災食育センター備品整備事業

　武蔵村山市では、市内小学校の学校給食として学校給食センターにおいて約4,600食の給食調理をし
ている。
　また、各小学校において、児童に対し食に関する正しい知識と望ましい食生活を身に付けることができ
るよう、栄養教諭等を中心に学校給食を生きた教材として活用する食育授業を行っている。
　令和７年度に完成予定の防災食育センターは、災害時には応急給食を実施するための機能を備える
一方、平常時にはその機能を有効活用して小学校給食を調理する機能を併せ持ち、さらに、館内展示
等を通じて市民や児童等に対する防災意識向上や食育推進のための拠点となる施設である。
　これらを円滑に稼働できるよう同センターに、災害時の対応に要する防災用備品類を整備するととも
に、平常時の学校給食で使用する給食調理用機器、配膳に不可欠な給食配送用コンテナ及び配送車
両、食育啓発等に必要な備品類などを整備することにより、市民等への災害時対応、防災意識向上に
向けた普及啓発及び安全・安心な学校給食の安定的な提供を通じた食育推進のための環境を整備す
る。
　
【参考指標】
　令和６年度の各小中学校児童・生徒数　（令和６年５月１日現在）
　　　武蔵村山市立第一小学校　377名　　武蔵村山市立第一中学校　583名
　　　武蔵村山市立第二小学校　342名　　武蔵村山市立第三中学校　336名
　　　武蔵村山市立第三小学校　371名　　武蔵村山市立第五中学校　535名
　　　武蔵村山市立第八小学校　666名　　武蔵村山市立小中一貫校村山学園中学部　206名
　　　武蔵村山市立第九小学校　259名　　武蔵村山市立小中一貫校大南学園第四中学校　280名
　　　武蔵村山市立第十小学校　396名　　合計　1,940名
　　　武蔵村山市立第雷塚小学校　244名
　　　武蔵村山市立小中一貫校村山学園小学部　365名
　　　武蔵村山市立小中一貫校大南学園第七小学校　612名
　　　   合計　3,632名

（仮称）武蔵村山市防災食育センター（武蔵村山市榎三丁目３０番地の１）及び
武蔵村山市立小学校（９校）

武蔵村山市

基　　金　　造　　成　　額　　（A）
継続事業

に要した額

無

無

〔補助事業の成果及び評価〕
　防災食育センター施設整備事業の事業目的の一つである、老朽化した現学校給食センターに代わる
新たな大規模調理場施設を開設するにあたり、調理場や各学校で使用する数多くの給食備品等が新規
で必要となったものであるが、当該基金を積み立てたことにより、給食備品の購入額の４分の３を超える
財源となり、安全安心で美味しい学校給食の実施を望む保護者や学校関係者に多大な安心感を与えら
れたものと思慮され、必要な備品を確実に整備できたものである。
〔地域住民への周知の実施状況〕
　防災食育センター施設内のホール２か所にエンブレムと周知文を掲出
　市ホームページ及び広報紙（市報・教育むさしむらやま）において、当該交付金の活用に関して周知

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

基　金
処分額

（B）

基　金
残　額

（A）-（B）運用益

円


